
5.神戸市東灘区の被害状況

A. 東部地区

5. 1 概要

当地区の調査範囲は 図ー5疇 1.1に示すとおりであり，神戸市域の中でも人的 ・物的被害が

大きかったところ である 。

各種構造物の被害の分布状況を概観すると，つぎのような傾向か読みとれる c

①被害が著しい地域は． JR東海道本線と国道 43号線に挟まれた約 1k mの幅

をもち．東西方向 に帯状に分布する 。

②被害が著しい地域は ， さらに北東ー南西の方向性を有する帯状 に分布する よう

に思われる 。

③山麓斜面地域において，数 10 m程度の狭い幅に限定され た帯 状に明瞭な方向

性を有する被害分布を示す地域が認められる 。

④道路．自然あるいは人工地盤上などに認められる亀裂 分布の方向性を特定する

ことは現段階では困難であると考えられる 。

⑤物や道路の被害状況に比較して，河川に関係する構造物の被害は軽度であると

考えられる 。

⑥港湾地域における護岸は ，深江南町 4丁目地区を除いて著しい被害を受けてお

り．ほとんとが使用不能の状態とな っている。

⑦自然斜面および宅地盛土の被害については，現段階において地盤の正確な性状

が不明な場合が多く ，被害の要因に関する 詳細な検討は困難である。

⑧地盤の液状化によるものと 思われる噴砂現象は ，埋立地の東部第 4エ区全域で

顕著であり．陸域では国道 43号線以南にほぽ限定されて分布する 。

-

以上にまとめたよ うに，本被害状況調査により，各種構造物の被害の分布状況は大局的

に見れば 「震災の帯」と いう 言葉に代表されるように，東西方向の帯状構造が明らかに認

められ，さらに細かく見ればいくつかの特徴的な 方向性も認められた。 これら被害分布の

特徴の原因として
，とくに直下型地震による構造物被害に関するものを模式的に図示する

と図ー5.1. 2のよャ

鍵特性が挙げ:,,
つになると考えられる 。 このうち被害分布に密接に関連するものとして地

野でもある 。
刃れるが，これは現段階でもっとも我々の持 っている情報が不足している分

したかって

ろん必要であるが
，これら複雑に関連している各種要因のひとつひとつを解明することはもち

量する こ
，我々の今後における検討課題として，神戸地域の地盤特性を明確に把

とがまず挙げられ る。
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断層直上における地盤変状
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図—5. 1. 2 直下型地震における被害の要因

また地盤特性を把握する上で， もっとも有力な情報は， ボーリング調査による直接的な地盤情報で

あることは明らかである一方，地形 ・地質情報などの広域的な情報も重要な情報源のひとつであると

考えられる。

参考のため，現在入手される地質 図 地形図などを以下に示す。
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六甲南麓の扇状地区分（田中真吾編著， 六甲山の地理よ り引用）
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住吉川沿 いの推定地質断面図（ 田中真吾編著， 六甲 山の地理 より 引用 ）
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5. 2 建物の被害状況

5. 2. 1 建物被害の分布

当地域 （東灘区東部地区） における，建物の被害状況を広域的な観点から概括すると，

六甲山系から海岸にいたる市街地に おいて， ほぼ六甲山系および海岸線に沿った方向で帯

状に被害分布が見られる 。

これらの帯状領域は， つぎにまとめるとおりである 。

I. 阪急電鉄沿線を含む山手幹線よリ北側 （山側 ）～六甲山麓までの領域

この領域では全・ 半壊建物 は比較的少なく，また それ らは比較的集中した小区

域に分布する （幅約 0.5 km)。

II. 山手幹線から JR東海道本線沿線～国道 2号線～国道 43号線にいたる帯状

の領域 （幅約 1.0-1. 5 km) 

この領域は建物の 被害が最も 著しく，とくに木造建物の全半壊率 （倒壊率）は

5 0％を超えるも のと考えら れる 。 また本調査区域 中，数ケ所に認められる火災

焼失区域もこ の領域に含ま れる 。

Ill.国道 4 3号線～第 4エ区埋立地を含む海岸線までの領域

この領域では，木造建物の全半壊は中程度 に分布するが，被害の小さいものや

無被害のものも多く ，上記の領域 IIに比較して，被害程度 は小 さい ものと考えら

れる。 また，第 4エ区 内の建物 （おもに RC造， S造 ）は，外観上無被害のものが

ほとんどである 。

． 

上記した建物被害の帯状分布は，すでに他機関の調査でもしばしば指摘されており ，本

輯告書の 1章に示 した気象庁発表 (1995.2.7)の震度 7の分布域ともほぼ一致する 。 この

ように，被害が帯状に分布することはきわめて特徴的であ るが，建物の築造年代の分布や，

遣築構造，用途の分布，また木造集合住宅などの集中域の分布など，各種構造物における

特性の分布状況も，やはり東西方向の帯状構造を形成 していることも考慮する必要がある 。

一方，建物の被害が集 中し ている区域を地形図上にプ ロ ッ トすると図 ー5.2. lのようにな

る。図示されるように ．市 街地における被害集中域 の分布は ，細かく見ると複雑であり，

鳥状や半島状の分布となっている。 この原因には，地震動の強さや上記の建物の築造年代

・構造・用途な どの分布が複雑に関連していると考えられ ， それらの要因を一概に特定す

ることは困難であろが ，地盤特性の影響は無視できないであろう 。

参考のため
，人工 改変以前の明治 18年に作成された地形図上における被害の集中域を

図 5.2. 2に示す c
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5. 2. 2 建物被害と構造

当地域における建物被害は，ほとんとすぺての構造におよんでおり ，被害の激しさを物

籍っている。 中でも木造の在来工法による建物の被害は大き い。これに比べてプレハプや

ツーバイフォーエ法などによる建物の被害は比較的小さい。また ， 2階建て店舗併用住宅

では， 1階部分の破壊による被害が目立った。さらに，木造集合住宅は，一般的に築造年

代が古いこともあって被害か激しかった。

RC造の建物被害は，木造建物のように完全に破壊にはいたらないもの が多いか，とく

に1階部分がビロティーや駐車場，店舗であって，壁率の小さいものに，この部分の圧壊

や大破などの大被害が目立った 。中央区に顕著に見られる中層階の崩壊は，ほとんど見ら

れないことも特徴的である。

s造の建物は，当地域では小規模な軽量 S造が多く，部分的に顕著な被害が見られたか，

かなりの割合で設計・施工・保守のいずれかに欠陥があったと考えられる 。
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5. 2. 3 領域別の被害

5. 2. 1に記した各領域別の被害状況，ならびにその分布を以下 に記す。

(1)領域 I（六甲 山麗～山手幹線）

この領域では， 比較的敷地面積の大きい一 戸建て住宅が最も多く分布する 。 また ，築 造

年代も比較的新しいものが多い。 これらの住宅のほかに， RC造の集合住宅や学校建築物

なども分布する 。 この領域全体の被害は，他の領域に比較するとやや軽微である 。

RC造の集合住宅や学校建築物などでは，少なくとも外観上は，森北町 3丁目の集合住

宅（写真-5.2. 1)などの少数を除いて，顕著な被害は認められない。

全般的に，比較的軽微な木造住宅のうち，全・半壊や一部損壊建物をプロ ッ トすると特

徴のある分布が数力所見られる。

これらの傾向をまとめる と以下のようである 。

①森北町 7丁目～森北町 6丁目にいたる北東ー南西方向の帯状領域
(L=6 0 Om, W=5 Om) 

全壊 1戸 ・半壊 15戸 ・一部損壊 25戸が狭い帯状領域に分布する 。 この領域

には道路擁壁などの損傷を伴っている （写真—5. 2. 2)。 この分布域は，後述する甲

南女子大学付近の地すぺり域に近い。 また，地質的には芦屋断層の延長部に相 当

する可能性がある 。被害の程度はそれほど激しくないか，分布がほぽ直線状で狭

い領域に集中して いるため，地すべりあるいは断層起源の破砕域などの地盤条件

の影響が考えられろ 。

②森北町 1丁目～ 3丁目 （阪急電鉄～山手幹線 ）

半壊・一部損壊が主であり，全壊家屋はなく，分布もまばらである 。

③本山北町 3丁目

本山第 1小学校周辺の建築年代の古い木造住宅に集中的に被害か見 られる 。

また，阪急電鉄をはさんだ南側にも被害の集中域がある 。

④岡本 7丁目

西天上川に 沿って，全壊・ 半壊の住宅が集中して い る。 この領域は， ほぼ西北

西ー東南東方向 の帯状領域CL=300m以上，vV=1 0 0 m)とな っており，西北

西方向の延長上には甲南大学の被害建物群かある （写真ー5.2. 3)。

また，上記した ③の本山北町の被害域は，東南東方向の延長線上 にある 。

本報告書の 2章に示された地質図には，六甲山麓のこの領域に沿って推定断層線が記載

されている 。

以上に挙げた地域のほかにも被害建物は散在するか，例外なく建築年代の 古 い木造建物

である。 また阪急電鉄より南側で， 山手幹線沿いには若干の木造集合住宅や，小規模店舗
があるが

．上記③ の領域を除いてとくに目 立 った被害の集中域は認められない。
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(2)領域 Il（山手幹線～国道 4 3号線）

一の領域には，在来 ・プレハプ ・ツーバイフォーなどの諸工法による木造一戸建てや，

一いわゆる文化住宅・アパートなどの木造集合住宅， さらに RC造集合住宅， RC・S造工

場．木造 ．RC造 ．s造の店舗， RC造の学校，および公共建築物など多種多用途の建築

物が混在している 。

全般的に建物の被害は大き く，木造建物のみならず RC造 ．S造の建物にも大きい被害

が見られる 。 またデ人命の損失も神戸市域中もっとも多い。

とくに被害の顕著な区域を記すと，次のとおりである 。

• 

①森南町 1丁目本庄町 1 • 2丁目

北東 ー南西方向を主軸とした楕円形(L=60 Om, W=4 0 Om)の区域である 。

この区域の木造建物の倒壊率は 10 0％に近い。また， この区域の RC造の建

物にも多くの被害が見られる（写真—5 . 2. 4)。

この区域は，東側に市境で接する芦屋市西部の激甚被害区域に連続するものと

思われる。

②森南町 2 • 3丁目 ，本 山中町 1丁目～ 4丁目 ，田中町 1 • 2丁 目

J R東海道本線 と国道 2号線に挟まれた幅 300,.._,500rn, 延 長 lkm以 上

の区域であり，木造建物の倒壊率は 10 0％に近い。 また， RC造の集合住宅や

私立病院なども全半壊しているものが多く見られる （写真ー5.2. 5)。 RC造の集合

住宅では， J R摂津本山駅南側の数棟に見られるように， 1階部分を駐車場や店

舗にしている例が多く，被害はこの部分に集中的に見られる 。本山中町 2丁目 で

は 11棟が火災で焼失しているが，ほかに数力所の火災焼失区域がある 。 また，

この区域に多数見られる木造集合住宅は，ほぼ例外なく全壊ないし半壊に近い被

害を受けている 。 さらに ，小規模な店舗が密集している商店街なども大きな被害

を受けている 。 これらの連棟式の小規模建築物は，全体的に崩壊したり，大傾斜

したりしている例も 多い。

③青木 6丁目

阪神電鉄青木駅南側のこの区域では約 3 0 棟が全焼しており （写真—5 . 2. 6)，東

灘区で最大の火災焼失区域となっている 。

以上は，山手幹線から国道 4 3号線にいたる領域のうちでも， とくに被害が大きい区域

である が他の街区でも被害は著しく．とくに在来工法による木造建物は半数以上が倒壊

ないしは，それに近い被害を受けている 。

また，比較的耐窟性が高いと考えられてきた RC造の集合住宅等でも， とくに 1階部分

が駐車場や店舗等で壁率か小さいものに圧壊が生 じた例が多く見られた （写真— 5. 2.;)。
これに反し

て本山南町 1丁目に代表される ，公共集合住宅地域の被害は比較的軽度であ
る。これは，

同じ RC造構造であっても， 1階部分の用途が異なっており，それが見かけ

-127-



上の被害の違いに反映して いると考えられる 。 しかし，これら外観上の被害が比較的軽 い

建物であっても，基礎や柱な どの主構造などに X字形の亀裂が生じているケースも多く，

今後の問題として考慮すぺきで あろう 。

深江北町 4丁目に代表される 工場地域の被害も 比較的軽度であった。建物としては S造

で軽量スレート屋根のものが多 く，建物全体が相対的に軽量であったためと考えられる 。

また，基礎は工場という性質上，比較的し っかりした ものが多かったと推定され る。

(3)領域m（国道 43号線～海岸）

この領域は，深江大橋から芦屋川の区域および青木 2丁 目か住宅区域であり，ほかは港

湾施設と工場からなっている 。

建築物の被害は，住宅区域のうち深江南町 4丁目と青木 2丁目に集中 して いる 。全半壊

鷺物の多くは建築年代の古い木造仕宅である （写真 ー5.2. 8)。

芦屋川河口右岸から，深江南町 1・ 2丁目にかけての区域では，被害は比較的軽く古い

木造集合住宅でも無被害の もの も多い。

東部第 4エ区内の工場や倉庫群でも被害は軽い。

RC造建物の被害 は， 芦屋市平田町や深江南 町 3丁目の集合住宅や魚崎中 学校など数箇

所で見られたが，被害率は領域 IIに比較して圧倒的に小さい。

(4)被害分布の方向性

以上に建物の被害状況について，おもに東西の帯状領域の観点から記載したが，その他

の特徴を．主として被害分布の方向性の観点から整理す ると次のようになる 。

①森北町 7丁目～ 6丁目

北東～南西 (L=60 Om, W=5 Om) 

②岡本 7丁目

北西～東南東(L=300m以上， W ；；；； 10 0 rn) 

③森南町 1丁目および本庄町 1 • 2丁目
北東～南西（ L二 600m, W=400m) 

④平田北町～深江南町 3 • 4丁目境界の南端

北東～南西（この線より東南側では被害が軽い ）
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写真-5. 2. I (図 -5. 2. lの (j))

神戸市東滋区 森北 町 3 丁目
R C 造建物の被害状況

写真 — 5. 2. 3（屈 ー5.2. Iの③）
神 戸市束潤区 岡本 7T 目

木追および灯 籠 の 倒 猿 状 況

写真 ー5.2. 5 (図-5. 2. 1の⑤ ）
神 戸市束烈区本 山中 町 4 丁目
R C造建物の被宅状況

写 真 -5.2. 2(図 ー5.2. Iの②）
神戸市束濶区森北町 7 丁目
駐屯場路盤の被留

序物疋;そばら山ん

」 -C 一、ヤ

,..、一一士 ・・ •- •.: 
-.:,----ご・・ ... ..,,.． ・ ?t ご -C呵 ．
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写真 - 5.2.4( 図 — 5. 2. Iの④）
神戸市束渭区森南町 1 丁目
R C造建物の被専状況

写 真 ー5.2. 6 C図-5. 2. Iの ⑥
阪神電鉄斉木駅南部

火災焼失区域



写真ー 5.2. 7(図ー 5.2. Iの⑦）
J R 慣津本山駅南’"
R C 追辻物の 1 F 圧填状況
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写真— 5. 2. 8 C図 ー5.2. Iの⑧）
神戸市束漏区深江市町 1 丁目
木造建物の抜害状況



5. 3 道路，鉄道，港湾の被害状況

建物以外のおもな被害状況をまとめて示すと図 ー5.3. 1のようである 。

以下に，各種構造別に被害状況の特徴についてまとめる 。

5. 3. 1 道路の被害状況

東灘区東部地区における道路の被害状況のうち，顕著なものを列記すると ，①阪神高速

3号線（神戸線）の倒壊を含む大被害． ② 東部第 4エ区連絡橋の深江大橋の被害， ③ その

他一般道路に見られる多数の亀裂 ，．段差などであろ 。 このうち， ① と② は橋梁の被害であ

りこ の結果，高速 3号線では道路機能の喪失をもたらした。 これに比較して③の被害は

交通機能の喪失をもたらすほどではなかったが，市街地道路の一部では，周辺家屋の倒壊

などの，他の要因によって機能を失った区間も数多く見られた。

当地区では，道路面に無数の亀裂が認められている 。 しかし，当地域は地盤の表層部が

ほとんど全域において人工改変されている地域であり，道路面に認められる亀裂の多くが，

嬉盤最表層部の地盤性状に左右されて生じているものと考えられる 。 そのため，亀裂分布

のみから活断層のような地質構造に起因する現象を把握することは困難であると考えられ

る。

しかし，当地区においては阪神高速道路の高架橋や，深江南町 4丁目から東部第 4エ区

への橋梁などの道路構造物にも著しい被害が生じている。 また，それ以外でも，一般道路

においても亀裂の集中域や連続性のある開口亀裂が認められている。 そのため，これらの

被害状況が今後の地質構造解析の一 助となる可能性はあると思われる 。

以下に．道路において被害のとくに顕著と思われるものを選出し ，その被害状況をまと

める。
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(1)阪神高速 3号線

当路線の顕著な被害は，図ー5.3. 2に示す芦屋・神戸市境から西方 63 5 mの区間におけ

る高架橋の転倒が挙げられる。
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図ー5.3. 2 阪神高速 3号線の顕著な被害区間

本被害調査時においては，写真—5. 3. 1, 写真— 5. 3. 2に示すように，転倒した高架橋の解

体撤去作業がかなり進行していたため，橋脚部の被害状況の詳細は不明であった。

品機関によって発表された写真によると，橋脚の破壊は橋脚の下部でせん断破壊されてい

たり根元で折れ曲がって破壊するなど転倒区間の破壊様式は一定していないようであ

る。また，転倒方向は道路面が北側に向く方向である 。この転倒区間のエ法はピルツ工法

という特殊な工法であり，橋桁はコンクリートの連続桁というトップヘビーなものであっ

しかし，

たことが指摘されている 。

また転側区間以外でも，図—5. 3. 2に示した地点の深江交差点付近において，写真ー5.3. 3 

に示すように，橋脚が中央部でせん断破壊され，高架部分がなかば落橋に近い被害を受け

これらの顕著な被害以外においても，当調査地域におけ

多 数 の 亀 裂 が 認 め ら れ て お り広域的に著しい振動のあ

ている箇所が見られた 。さらに，

る高架橋のほとんどの橋脚には，

ったことが明らかである。

(2)深江大橋

東部第 4エ区連絡橋においても著しい被害が認められる 。深江大橋は図ー5.3. 2に示すよ

うに，深江南町 4丁目と東部第 4エ区を結ぶ約 30 0 mの橋梁である。

橋梁部においては，写真ー5.3. 4 と写真—5. 3. 5に示すように，橋梁方向やそれとほぼ直交
する方向なと

に著しい開口亀裂が認められ，開口亀裂の深さは 1. 5 m位に達することが
確認される。

また，橋脚部においても被害が大きく，

せん断破壊されていることがわかる 。

写真ー5.3. 6に示すように， 深江南町側の橋脚が
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(3) その他

阪神高速および深江大橋以外の地点において，道路亀裂の集中あるいは連続性のある亀

裂が認められた地域の被害状況を以下にまとめる。

表ー5.3. 1 その他の道路被害一覧表

被害状況

被害地域

亀裂状況 道路面段差 連続性 備 考

深江南町 2 • 3丁目 開口亀裂多数 クランク状に マンホールの浮き上が

とくになし
（写真-5.3. 7) (2,,.._ 5 Cm) 約 200m追跡 りを伴う（約 5Cm) 

；深江南町3丁目 開口亀裂多数 南北方向に

不特定
（写真ー5.3. 8) (3 ~ 5 c m) 約 200m連続

森南町 2 • 3丁目

南北性の亀裂多数 とくになし 約 150m追跡
（写真ー5.3. 9) 

森北町 6 • 7丁目 北東ー南西方向に 地すぺりに起因する道

全体に南落ち 約 300m追跡
（写真ー5.3.l0~ll) 卓越する亀裂多数 路変状と推定される

神戸商船大学グランド 開口性亀裂 南落ち段差を伴う

約 5Om連続 危裂に沿って噴砂伴う
（写真 5.3. 12 --13) （約 20c m) （最大 18 Cm) 

岡本 7丁目

（写真5.3. 14-15) 
不定向の亀裂多数 とくになし 約 200m追跡 家屋の倒壊を伴う
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写 真 ー5.3. 2 (図ー 5.3. 1の②）
神戸市束漬区深江本町 2 丁目
高 架 橋 の 転 倒 区 間

写真-5. 3. I (図 -5. 3. 1の① ）
芦屋・神戸 市境付近
高架揖の転 倒区間

,． 

写 真 -5.3.4(図ー 5.3. 1の④ ）

神戸市東濯区深江大橋北詰め
深江大ほの被害状況

写真 5.3. 3 C図 ー5.3. 1の③

神戸市東潰区深江交差点
屈脚の破環状況

写真 ー5.3. 6 (図 ー5.3. Iの ⑥ ）
神戸市東灘区深江大檎北橋脚部

深江大橋北側ほ閲部の破壊状況
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写真ー 5.3. 5 C図 ー5.3. Iの⑤）
神 戸
深 江

市束漬区深江大橋北西部
大橋の被害状況
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写真 -5.3.7(図 -5. 3. Iの⑦）
神戸市東灘区深江南町 2 丁目

道路面の亀裂状況

-l—• J 

閂闘●瓢・冑

写真 ー5.3. 9 ( 図 — 5. 3. Iの⑨）
神戸市束漬区森南町 2 丁目
道路面の亀裂状況

写 真 5.3. I I (図 -5. 3. Iの⑪
神戸市東灘区森北町 6 丁目
道路面の亀裂状況
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写真 -5.3.8(図ー 5.3. Iの⑧）
神戸市束灘区深江南町 3 丁目
道路面の亀裂状況

●9 999-"...,.9, .. "•1nI,.'’" 

写真ー 5.3. I O C図-5. 3. Iの⑩）
神 戸市束滋区森北町 6 丁 目
道路面の亀裂状 況

-.... ”+._ -
写 真 -5.3.12(図-5. 3. Iの⑫）
神戸市東濯区神戸商船大学

グランド面の亀裂 状況



庄血m叩一さ

写真— 5. 3. 13( 図 — 5. 3. Iの⑬）
神戸市束漬区神 戸商船大学

亀裂に伴う噴砂現象

写真→ 5.3. I 5 (図 -5. 3. Iの⑮ ）
神戸市束灘区 岡 本 7 丁目
道路・石塀の亀裂状況
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写真 -5.3.14( 図— 5. 3. Iの⑭ ）
神戸市東潤区岡本 7 丁目
道路而の亀裂状況



5. 3. 2 鉄道の被害状況

当地区における鉄道は阪神電鉄本線，阪急電鉄神戸線， JR東海道本線の 3路線である。

これらの各路線においては，高架部分が少なく，落橋のような運行に著しい支障をきたす

ような損傷は少ない。むしろ，盛土区間における擁壁部の崩壊が認められる程度である 。

以下に，各路線ごとに被害状況をまとめる 。 なお，災害調査期間が地窟発生後， 1週間

以上を経過しているため，軽微な被害については不明である 。

（l) 阪急鼈鉄神戸線

本災害調査時において，運行に支障をきたすような著しい損傷は認められていない。

かし，復旧作業後の調査となった可能性もあり，軽微な損傷については不明である 。

(2) 阪神電鉄本線

阪急電鉄神戸線と同様に，

損傷は認められていない。 しかし，

については不明である 。

なお，青木駅の西方において電車車両の脱線が確認されたが， とくに路線地盤に変状は

認められなかった。地震動の直接的な振動による脱線であると推定される 。

(3) J R東海道本線

本路線における被害として，盛土部と推定される区間において，石栢擁壁の一 部崩壊が

認められた。また，森北町 1丁目付近のコンクリート擁壁が約 20 0 m間において傾倒し

し

本災害調査時においては，運行に支障をきたすような著しい

復旧作業後の調査となった可能性もあり，軽微な損偽

ていたことが挙げられる。

なお，石積擁壁の崩壊に関しては，

査時においては電車は運行されていた。

その後の仮設と思われる復旧工事により， 本災害調

9
↑,
＇ 

•• -,r. 
写真 -5.3. 17(181 -5. 3. Jの⑰）
J R 棋袢本 LII駅双 方
底土部の石 和 擁 壁 の 祖 侶

心i-:--..., 
..． 

写其 5.3. I 6 C図 ー5.3. 1の⑯）
J R 棋 tit本 山駅 四方
盛 土 部 の 石 利1拙墜の相低
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5. 3. 3 港湾の被害状況

当地区において関係する港湾施設は，東部第 4エ区および東神戸フェリー埠頭，神戸商

船大学専用埠頭，深江南町 4丁目南縁などの護岸施設である 。これらのうちで，護岸被害

の著しい部分は東部第 4エ区全域と，東神戸フェリー埠頭であり，それらのほとんどの部

分が使用不能な状態となっている 。崩壊の代表的な様式としては，護岸が前面に張り出す

ことによって，背後の地盤が沈下し，水没あるいは著しい段差が生じた状況となっている 。

なお東部第 4エ区に関しては，その全域を港湾施設として含め，工区内における全種類の

被害状況についてまとめたものである。以下に，各地域ごとに被害状況をまとめる 。

(1)東部第 4エ区

当地域における被害の特徴は，護岸崩壊や地盤の液状化による噴砂現象が顕著であるこ

とに対して，建物の被害がほとんど認められないことである。

以下に，構造物ごとに被害状況をまとめる。

①建物・道路などの構造物

建物に被害が認められるのは，当工区全域を通じて 4棟のみであり，全体的に被害は少

ない。それらの被害状況は いずれもが，建物自体の被害はなく，その基礎地盤の変状によ

る建物の傾斜として現れている 。地盤の液状化による不等沈下がその要因と思われる 。ま

た，周辺地盤の沈下によって，建物が相対的に浮上する傾向も多くで認められる 。

当工区内においては，そのほぼ全域において，噴砂現象が顧著である 。その影響は道路

盤の凹凸や，マンホールの抜け上がり (30,_,50cm) として現れている 。また，円柱

の鋼製タンク (¢1 0 m程度）は，基礎部分の座屈により 10度程度傾斜する状況とな っ

ている。いずれも，地盤の液状化による不等沈下が被害要因と思われる 。

②護 岸

当工区内においてはそのほとんど全面において護岸が崩壊するかあるいは，護岸背後の

地盤が 1~2 m沈下するこ とによって水没する状況となっている。

なお．当工区の南東側およ び西側において被害状況が記入されていないが，これはその

区域が立入禁止区域となっており，確認されていないだけである 。周辺の被害状況より，

護岸崩壊などの被害か生じているものと推定される 。

(2)深江南町 4丁目南縁

護岸東縁部の一部にお いて崩壊しているのみであり，全体的に護岸はほとんど崩壊して

いない。おもな被害内容としては，コンクリート護岸の目地開きが 5~ 2 0 c m見られる

程度である 。

また．民家の部分において 噴砂現象が認められ，家屋が傾斜する 。

(3)商船大学専用護岸付近

立ち入り禁止区域であるため，詳細な被害状況は不明であるが，遠方よりの観察による

と，護岸崩壊が著しいように見 られる 。また，高橋川河口付近では，河川護岸が側方流動

により約 50 C ffi陥没し，その影響範囲は護岸の背後 50m付近まで達している 。

(4)東神戸フェリー埠頭

護岸は完全に崩壊はしていないが，護岸が前面に押し出され，その背後地盤が 1.5 ~ 
2. Om沈下しているため， 護岸と背後地盤に著しい段差が生じており，埠頭の使用は不

可能となっている 。
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写真 5.3. I 8 C図 5.3. Iの⑱
東部第 4 エ区東灘高等学校
R C 造建物の相対的な浮上

1] 

•一
写真ー 5.3. I 9 (図ー 5.3. Iの⑲ ）
東部第 4 エ区阪神高速湾岸練付近
道路における噴砂状況

ん＿ 2 

写 真 -5.3. 21(図 -5. 3. Iの⑪）
東部第 4 エ区清水運輸付近

護岸の被害状況

写真 -5.3. 20(図 ー5.3. Iの⑳）
束．部第 4 エ区南部

円柱鋼製タ ンクの傾斜と道路状況

写真 -5.3. 23(図 ー5.3. Iの⑬）
神戸市東滋区深 江 南町 4 丁 目
護岸の被害状況

写真 5.3.22(図 5. 3. Iの⑰ ）
束部第 4 エ区 吉 原製油付近
護岸の被害状況
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写真ー 5.3. 24(図-5. 3. Iの⑳）
深江南町 4 丁目フェリー埠頭
護岸背後池盤の沈下

写真 -5.3.26(図 ー5.3. Iの R)
深江南町 4T 目フェリ ー 埠頭
護岸背後の地盤亀裂
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写真 — 5. 3. 2 5（図 ー5.3. Iの⑮）
深江南町 4 丁目フェリー埠頭
護岸背後の噴砂状況



5. 4 河川，斜面，宅地盛土の被害状況

河川，斜面，宅地盛土における被害状況は，図 ー5.3. 1に併せて示したとおりであるが，

以下に，各構造物別に被害の特徴をまとめる 。

5. 4. 1 河 川の被害状況

当地区のおもな 河川は東より高橋川，要玄寺）11, 天上川の三川であり ， それらの系統図

を示すと図ー5.4. 1のとおりである。

図ー5.4. 1 河川系統図

当地区における建物の被害が著しいことに対して，河川における被害はむしろ軽度であ

るといえる 。被害内容としては， 河川護岸の崩壊あるいは，護岸擁壁の膨らみや目地ズレ

などの変状などが挙げられる 。

以下に，各河川における被害状況をまとめる。

(1) 高橋JIl

本庄町 3丁目の図 ー5.4. 2に示す地点において護岸崩壊が発生している。 護岸は約 3m高

の石積撞壁より構築されており，崩壊区間は約 10 0 mである 。崩壊は左岸側のみに発生

している。崩壊状況は写真 —5. 4. 1, 2に示すとおりである 。

図 ー5.4. 2 

高橋川の護岸崩壊地 点
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高橋川における被害状況は以上に示した程度であり，

害は認め られて いない。

この地点以外においてはとくに被

また，森北町 6丁目から森北町 7丁目における甲南女子大， 甲南女子中 ・高校付近の建

物および斜面に直線 的な被害分布が認められたことは前述したとおりであるが，この地域

における河川護岸 においては，被害は認められていない。

(2)要玄寺川

本山中町 2丁 目において，小規模な護岸崩壊が 2箇所で発生している 。護岸はいずれも

約3m高の石稲擁壁より構築されており，崩壊幅 はそれぞれ 5mおよび 10 m程度である。

2箇所ともに左岸における崩壊である。

崩壊地点は因-5.4. 3に示す ようであり， その状況は写真 — 5. 4. 3, 写真 — 5. 4. 4に示す。

,~、ジニて＾ ＾ 

図-5.4. 3 要玄寺川の護岸崩壊地点

(3)天上川

天上川 においては，護岸擁壁のわずかな膨らみや亀裂，護岸肩部の河川方向に沿った亀

裂な どが数箇所で認められる程度であり，崩壊にいたるものは認め られず，全般的に軽度

な被害状況である 。各地点の被害状況は，以下の地点図と写真に示すとおりである。

図ー5.4. 4 
一＂J"”-—-C /和夏｀` ヤら｀-c:---uP-~蕊｀

天上川の護岸変状地点
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写真ー5.4. 1 C図ー 5.3. IのR) 写真— 5. 4. 2 C図-5. 3. Iの⑳）
神戸市束滋区本庄町 3 丁目 神戸市束滋区本庄町 3 丁目
高相川左岸の 渡岸 崩壊 状況 高 梃 JII左岸の護岸崩壊状況

写真ー 5.4. 3 (図 5. 3. Iの⑬ ）
神戸市束漬区本山中町 2 T 目
要玄寺 JII左岸の護岸崩壊状況

r心・・・や・
ふゞ

写真 ー5.
神戸

4. 5 (図 ＿5.3. IのR)
市束潰区 行木 3 丁目

天上川河口付近 の護 岸変 状
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写 真 -5.4. 4(図 ー5.3. lの⑳ ）
神戸市束灘区本山中町 2T 目
要玄寺川左岸の護岸崩頃状況

写真 ー5.4 -6 (図 ー5.3. Iの⑫）
神戸市束灘区青木 3 丁 目
天上川河口付近の護岸変状
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写真 -5.4.8(図 ー5.3.]の⑭ ）
神戸市東潤区田中町 l ・ 2 丁 目境
天上 川 護 岸 の 崩 壊 状 況

写真ー 5.4. 7(図 ー5.3. Iの⑬ ）
神戸市束滋区甲南町 1 ・ 2 丁目境
天上川護岸の庇らみ (5cm程度 ）
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5. 4. 2 自然斜面の被害状況

当調査地区の大部分は住宅地域で占められるため，斜面における自然斜面と盛土斜面と

の特定が困難な場合が多い。そのため，確定的なものではないが，六甲山地の山腹斜面に

造成された地域のうちで，甲南女子大学付近 と岡本 7丁目付近に見られる斜面災害につい

て，以下にまとめる。

(1) 甲南女子大学付近

建物の被害状況において示したように，森北町 6 • 7丁目の甲南女子大学付近をとおる

北東 ー南西方向における被害分布地域において，地すぺり性の斜面被害が認められる。

これは図 ー5.4. 5に示す範囲において，道路亀裂，石栢のズレ，建物倒壊などが系統的に

認められるため，地すべり性であると推定される 。推定される規模としては，幅 18 0 m 

程度である。

図 ー5.4. 5 甲南女子大学付近の地すべり範囲
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(2) 岡本 7丁目付近

切土斜面において被害が認められる地点は，おもに図 ー5.4.6に示す 2地点である 。

図ー5.4. 6 自然斜面の変状地点

ひとつは写真 — 5. 4. 12に示すように，幅約 10 m, 高さ 4~5mの斜面であり，斜面本

体における変状は明らかではないが，コンクリート吹き付けが著しく剥離した状態となっ

てい る。また，他 方 は 写 真-5.4.13に示すように，斜面末端に構築されたコンクリート 擁

壁の崩壊として認められる。 この斜面は小規模であり， 2 ~ 3 m幅ので高さ約 3mである。
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写真ー 5.4. 9 ( 図 -5. 3. Iの⑮）
神 戸 市束灘区森北町 7T 目
甲南女子大学付近の道路状況

写 真 ー5.4. I I (図ー 5.3. Iの⑩）
神戸市東灘区森北町 7 丁 目
甲南女子大 学 付 近 の 地 盤 亀 裂

・、
写真 ー5.4. I 2 (図ー 5.3. Iの⑱）
神戸市東灘区岡本 7 丁 目

ゞ

切土斜面のコ ンク リ ー ト吹付 の剥離
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写 真 -5.4.10(図 ー5.3. Iの⑯）
神戸市東灘区森北町 7 丁目
甲南女子大学付近の路盤状況

｀ 写真— 5. 4. I 3 (図ー 5.3. lの⑲）
神戸市東濶区岡本 7 丁目
切土斜面のコンクリ ー ト揖壁の被害



5. 4. 3 宅地盛土の被害状況

盛土部における顕著な被害として挙げられるものは，

から福池小学校にいたる地域である。

本山南 町 4 • 5丁目の福井池公園

この地域においては，約 400mにわたって地盤の亀裂や，構造物の被害が追跡される 。

現在においては平坦地となっているが，図ー5.4. 7，図ー5.4. 8に示すように，亀裂が顕著な

部分は旧地形より福池の南縁部に対応すること が明らかであり，盛土縁辺部における地盤

変状であると推定される。
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写真 ～5.4. 14(図 5.3. IのR)
神戸市東清区本山南町 4 丁 目
福池小学校ブールサイドの亀裂

写 真 5.4. 16(図 ー5.3. Iの＠ ）
神戸市束 滋 区 本 山 南 町 4丁 目
本山交通 公 団 の 被 害 状 況

-151-

會・

9・疇

写 真 ー5.4. I 5 (図ー 5.3. Iの ＠ ）
神 戸 市 東 潰 区 本 山 南 町 4 丁目
福池小学校校庭の亀裂状況

写真-5. 4. I 7（図 ー5.3. Iの⑬ ）
神戸市凍漑区深江北町 1丁目
白 井 池 周 辺 の 地 盤 亀 裂



B.西部地区

5. 5 概要

神戸は，花箇岩からなる六甲山地と，大阪層群・段丘層からなる台地， 扇状地堆積物を

主体とする沖積層からなる低地に分けることができる 。 山地 と平地 （台地および低地）の

境界は急崖をなし，平地もかなり傾斜して いる。東灘区西部地区では，北から南に流れて

いる住吉川に沿って，台地が山地部に深く入り込んでいる 。 山地部から台地を北東 ー南 西

方向に横切って，北から大月断層・五助橋断層・渦が森断層がほぽ平行に走 っている 。 ま

た山地と平地の境界には芦屋断層の延長 （派 生）断層が東西に走っている 。

台地および山地境界部では宅地開発が進み，断層地形が失われ，現在ではそこに多くの

住宅が建てられている。 一方，これらの開発で発生した土砂で，湾岸部の埋立造成や人工

島の建設が行われている 。

今回の兵庫県南部地窟により発生した東灘区西部の被害は，阪神電鉄の北側から JRの

北縁部にかけて著しく，そこでは木造家屋の倒壊率が高い （図ー5.5. 1)。特に JRの南縁

部と北縁部ではビルの破損も著しく，気象庁の窟度 7地域の分布に相当する 。 この被害集

中領域の北に当たる，阪急電鉄の南縁から北の地域では破損した家屋が少なくなる 。 しか

し，五助橘断層や渦が森断層，芦屋断層の延長 （派 生）断層の近傍では，周囲の家屋と比

較して被害の集中する領域が断続的に分布する 。 そして道路やグランド・公園に割れ目の

集中する領域や崩壊もまた断層に沿 って分布する （図ー5.5. 2)。 一方，阪神 電鉄の南に向

かっても家屋の破損状況は急激に少なくなり，阪神高速の南ではほとんど破損していない

が，湾岸部や人工島では液状化による被害が著しい （ 図— 5. 5. 2)。
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図ー5.5. 1 東滋区西部地区の建物被宿状況図
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図ー5.5. 2 束灘区西部地区の主要梢造物
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番号：写真位罹

河川，斜面，宅地盛土の被害分布図



． 

.5. 6 建物の被害状況

建物被害調査の結果によると，建物の種類 （構造 ）や建築年代の違いによって，被害の

程度に明瞭な差異が認められる 。

建物の種類でみると ，古い木造家屋において被害が大きく，特に瓦の下に土（粘性土）

を敷いた木造家屋は半壊・全壊したものが多い。一方新築に近い新しい家屋，特に瓦屋根

でない家屋においては被害の集中している地域においても被害が軽微であるという傾向が

認められる 。ただし，瓦屋根でないツーバイフォーのような家屋は建築年代の古いものは

ないので，瓦屋根の家屋との構造の違いを単純に比較することは難しい。 また古い木造家 ．

屋は勿論のこと，比較的新しい家屋であっても， 二階建て家屋では一階部の倒壊が目 立っ

た。

鉄筋コンクリート建築物でも ，建築年代の古そうなものや一階部に柱の少ないもの，全

般に柱の細いもので被害が大きくなっている傾向が認められる。鉄筋コンクリート建築物

の場合，外観の目視だけでは，建築年代や構造の差か被害の程度にどのような差異をもた

らしているか，木造建築ほど明瞭に捉えることは難しいが，木造家屋の被害の特に大きい

ところでは鉄筋コンクリート建築物の被害も大きいということはできる。建物の被害状況

を写真一 5.6. 1～写真 一5.6. 6に示す。

建物の被害状況の地理的分布をみると，被害の程度に明瞭な地域差が認められる。また

全体的には被害の軽微な地域， もしくは健全な地域であっても，その中に周辺地域と比較

して被害程度の大きな家屋が集中する地域も認められる。以下の記述では地盤の地質構成

と家屋の被害状況を考慮してほぼ東西にのびる 5地域に区分して行う （図ー5.5. 1参照）。

(1) 山手幹線 （主要地方道長田楠日尾町線）より北側の地域

地質構成は花蘭岩 ・大阪層群下部層 ・段丘層である。北部の山地部には五助橋断層 ・渦

が森断層が走り，山地と平地の境界部にも活断層が走っている 。

当地域の家屋の被害は全般に経微か健全で．比較的新しい木造家屋や鉄筋コンクリート

建築物はほとん ど健全である。しかし，つぎの地域は周辺地域と比較すると家屋の被害が

集中している 。

①御影山手 5丁目～御影山手 4丁目，住吉山手 9丁目から渦森台 2丁 目にかけての地域

住吉山手 9T目は一部の半壊家屋を含んで一部破損家屋が集中する 。渦森台 2丁目

は一 部破損家屋が点在する。住吉山手 9丁目沿いの渓流 （住吉川上流部）は後述する

ように崩壊が集中する 。これらの地域は北の五助橋断層と南の渦が森断層に挟まれた

地域および渦が森断層の南側に当たる （ 図— 5. 6. 1)。また，住吉山手 9丁 目の北東に

位置する住吉霊園では，五助橋断屈と渦が森断層の直上に位置する場所で墓の倒壊率

が高く ，盛土面や道路面に割れ目が集中している 。

②住吉 山手 4丁 目から ，西岡本 6丁目と西岡本 7丁 目の境界付近を通 って，岡本 9丁目

～岡本 8丁目～岡本 7丁目に至る地域

岡本 9丁目～岡本 8丁目～岡本 7丁目では，ほぼ西北西から東南東に流れる天上川

の上流部沿いで全壊・ 半壊を含む破損した家屋が集中し，甲南大学の校舎も大きな被

害を受けている。 また後述するように道路面の割れ目や崩壊が集中している 。この地

域は山地と平地の境界付近に位置し，芦屋断層の延長 （派生）断層が走っている位置

に当たる（図ー.5.6. 1)。家屋の破損は断層線よりやや南の平地部で著しい。
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図-5.6. l 活1祈屈とr，り］!illと比べて披む柑．l文の大き tヽ家1→9l̀,．の集中する被出家l弓集巾領域 ・

割れ目の集巾領域地蔽 ．崩壊の分布との 1刈係（東滋区北西部）

---- :活断屈 〇 ：被店家尻梨中領域 〇 ：9,il}れ目の如I頃 澤 • :iJiiJ公

（活断的の分布．＇ま松山 ・1tlIII(1991) ＇) ：こよる）
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(2) 山手幹線より国道 43号線までの地域 （北から南に向かって， JR, 国道 2号線，

阪神電鉄が東西に走る ）

地質構成をみると，山手幹線から JRの南縁までの地域では，住吉川流域を除く地域に

は段丘層が分布し，それより南の地域では，沖積層が分布している 。 沖積層の最上部は砂

礫が広く分布しているようである 。

当地域は全体的に家屋の被害が大きく，古い木造家屋はほとんと全壊状態である 。特に

魚崎中町・魚崎北町のように古い木造家屋の集中する地域では倒壊率が高く ，多くの人命

が失われている 。鉄筋コンクリート建築物も JRや国道 2号線付近では大きな損傷を受け

ている 。

(3) 国道 43号線より南の湾岸部

地質構成は沖積層と湾岸縁辺部の埋立地盤からなる 。

当地域は工場と民家がほぽ半数程度の割合で分布している 。被害状況をみると， 工場に

ついても民家についても，被害のある地域とほとんど被害のでていない地域とに大きく別

れる。被害の大きかった地域は御影本町 5丁目から 4丁目にかけての地域と魚崎南町 4丁

目である。両地域で全壊した建築物には古い木造建築の酒造工場が多数含まれている 。

(4) 埋立地域 （御影浜町～住吉浜町・魚崎浜町）

御影浜町～住吉浜町も魚崎浜町も風化花岡岩を埋立材料とする埋め立て地で，両地域と

も建築物はすべて工場である 。

御影浜町～住吉浜町の工場ははほとんど健在である 。魚崎浜町もほとんど健在であるが．

数力所全壊している工場がある。

図ー5.6. 2は明治前期の古地形に建物被害集中域を重ね合わせたものである 。被害は住吉

川が山地から平地にでたところに発達する扇状地上では少なく ，それより下流側の標高40

叫下の地域に集中している 。下流側でも住吉川沿いは被害が少ないが，そこには礫・玉石

が分布している。明治時代に集落の発達した地域も大きな被害を受けている。集落の発達

を規制する自然条件を考えると． 当時は水害や土砂災害少ない土地が選定されたと想像さ

れるが，これらの災害には強い地盤も地鹿に対しては弱かったということかも知れない。
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5. 7 道路，鉄道，港湾の被害状況

5. 7. 1 道 路 の 被 害 状況

道路の被害は道路面の割れ目の発生がほとんどである 。割れ目は形態的にみると，引張

り破壊による開口割れ目と，引張り破壊として発生した開口割れ目が閉塞・衝突した圧縮

変形を伴う割れ目がある（写真一 5.7. 1)。引張り割れ 目と圧縮変形を伴う割れ目はしばし

ば共存して互いに平行に配列しているのが観察される 。 これらの割れ目の発生に伴って周

囲の地盤やアスファルトが塑性変形し，段差や隆起，陥没を生じているところも少なくな

いが，垂直方向の変位は小さい。港湾部ではさらに液状化に伴う路面の波状変形や割れ目 ．

を生じている 。 噴砂はこれらの割れ目に沿って起こっている 。道路面の割れ目の発生が斜

面崩壊と密接に関係しているところを除くと，道路自体の被害は小さく，その機能力ゞ損な

われるような被害はほとんどない。

割れ目の分布は以下に述ぺるように道路の付帯構造物や建築物，道路の埋設施設と密接

に関係している 。

①道路の付帯構造物として擁壁が設けられているところでは，擁壁と平行な割れ目が多

く発生し，擁壁が前方に傾いているところもある 。擁壁の背後では道路面や歩道の陥

没が起こっていたり，反対に側溝が押しつぷされていることもある （写真一 5.7.2)。

擁壁を高角度に横切る割れ目は，コンクリート擁壁ではつなぎ目に沿って，プロック

擁壁ではプロック境界に沿って，石積み擁壁では岩塊の境界に沿って，発生している

ところが多い。 これらの割れ目のあるものは道路を高角度に横切って成長している 。

②護岸のある 河 川 沿 い の 道路では，割れ目の形態や分布様式が① の場合と非常によく似

ている 。割れ目 は護岸に平行な割れ目が多く発生し（写真一.5.7. 3)．陥没を伴ってい

ることがある 。擁壁付近と護岸沿いの道路面の変形についてはほとんど類似した現象

が起こっているものと考えられる。

③被害の少なかった鉄筋コンクリート建築物の周囲にも道路面や歩道に割れ目が多数発

生している（写真一 5.7. 4)。割れ目の分布を大局的にみると，建物を取り巻くように

発達している 。詳細に観察すると，割れ目は建築物の外形や柱の位置，歩道の形や側

溝の位置 など に支 配さ れ， 引張り割れ 目と圧縮変形を伴う割れ目とか複雑に交錯して

分布するのが特徴である 。

④このほか，マンフォールや電柱，道路地下に埋設されている鉄管やカ ルバートに割れ

目の発生が規制されている 。例えば，電柱やマンフォールではそれらの周囲を取り巻

く割れ目とそれらから放射状に割れ目が延びた割れ目がある（写真一 5.7. 5, 写真一 5.

7.6)。 また埋設された鉄管やカルバート直上の道路面にはそれらの境界に沿って割れ

目が多発し，隆起や陥没を伴うこともある 。

本地区の 道路の被害を広域的にみる と，以下に述ぺるように割れ目 の集中する地 域が あ

る （図ー5.5. 2, 図ー5.6. 1参照）。

①御 影山手 3丁 目 ・ 住 吉 山手 9丁目 ・住吉霊園

北の五助橋断層と南の渦が森断層に挟まれた地域に当る 。

② 鴨子ヶ原 3丁 目 ・ 住 吉 山手 8丁目・住吉台

渦が森断層の南側に当たる 。

③住吉山手 7丁目～住吉山手 6丁目
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赤塚山高校の北側には活断層が走っている 。赤塚山高校のグランドにも多数の割れ

目が走っている 。

④住吉山手 4 丁目～住吉山手 3 丁目 ・ 西岡本 7 丁目～西岡本 6 丁目•岡本 9 丁目～岡本

8丁目～岡本 7丁目にかけて

芦屋断層の延長 （派生）断層の南側か北側に当たる地域に割れ目が発達している 。

③魚崎北町 5丁目から魚崎北町 8丁目の住吉川沿いの道路

ここは家屋の倒壊率の高いゾーンに入っており，割れ目の発生は住吉川の護岸の変

形と密接に関係している 。

④魚崎西町 1丁目～魚崎西町 2丁 目や魚崎南町 2丁目 （国道 43号線の南 ）

これらの地域は健在な工場が多く， しばしば工場を取り巻くように道路面に割れ目

が発達している 。

⑤埋立地域 （御影浜町～住吉浜町・魚崎浜町）

一部工場を取り巻くように道路面に割れ目が発達している 。

5. 7. 2 鉄道の被害状況

調査は天上川橋梁～石屋川橋梁区間の阪急電鉄神戸線， J R東海道本線 （神戸線），阪

神 電鉄本線について行った（図 ー5.5. 2)。

(1) 阪急電鉄神戸線

本区間での路線形態は， 「盛土」， 「コンクリート擁壁（盛土）」の形式がとられてい

る。

この区間での被害は住吉川より東の区間で大きく，特に擁壁の損傷とそれに伴う盛土の

崩壊がみられる 。 損傷か激しい区間のコンクリ ー ト擁壁はかなり古いと考えられ，写真 — 5.

7. 7にみられるように擁壁の中間部に水平方向に亀裂が入ったり，擁壁上部が外側へ傾斜 ・

崩壊したりしている 。

東灘区西岡本の約 54 0 m 区間では，写真 — 5. 7. 8に示したように橋台を残してすべての

擁壁・盛土の撤去が実施されている 。

住吉川よりも西では，線路の波打ちなどの被害はみられるものの，致命的な損傷は少な

tヽ

(2) J R東海道本線（神戸線）

本区間での路線形態は， 「石積み擁壁 ＋盛土」． 「盛土」， 「コンクリート擁壁 ＋盛 土」，

高架橋という種々の形式がとられている 。

この区間での被害状況は，石積み擁壁の崩壊とそれに伴う盛土のり面崩壊，のり面崩壊，

高架部での橋台 ・橋脚の破損，などがみられる 。

天上川から西側約 7() 0 m区間では，石積み擁壁の崩壊に伴い堤体盛土の崩壊が生じて

いる（写真ー5.7. 9参照 ）。 これらの区間では， H型鋼 ＋矢板による応急対策が実施されて

いる 。

住吉駅の西 40 0 mから石屋川橋梁までの約 850m区間では，高架橋橋脚および橋台

部の損傷が激しい。 この区間では，ほとんどの橋脚 ・橘台が座屈やせん断破壊を生じてお

り，著しいものは橋脚が鉄筋を残して破断し，桁か地表近くにまで落下している （写真 — 5 .

7. 10参照 ）。 道路との交差部では長スパンとなることもあり，橋台が大きく破壊している。
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この橋脚の座屈破壊・桁の落下は下り線よりも上り線での損傷がより激しく ， これは施工

時期の違いも関係すると思われる （上り線の方が下り線に比べて早い）。

(3) 阪神電鉄本線

本区間での路線は， 「のり止め擁壁 ＋盛土のり面」， 「盛土のり面」， 「コンクリート

擁壁（盛土）」， 高架橋という種々の形式がとられている 。

この区間での被害状況は，盛土のり面の崩壊，盛土のり止め擁壁の到壊に伴う盛土の一

部崩壊，擁壁の膨らみ出しおよび転倒，橋台の傾斜や破損，高架部橋脚の破損，などがみ

られる 。

盛土のり面の崩壊は，魚崎西町 3, 4 T目の路線両側 （約 26 0 m区間 ）においてみら

れる。

盛土のり止め擁壁崩壊に伴う盛土のり面の崩壊は，魚崎中町 3丁目 （路線山側約 10 0 

m区間）においてみられ，写真ー5.7. 10に示したように擁壁上半分約 50 c mが到壊し，盛

土のり面の 一部 （幅 40m)が崩壊している。

擁壁の膨らみ出し・転倒は，魚崎中町 3~ 4丁目 （路線山側約 ,28 0 m区間 ）や住吉南

町 3丁目の路線両側 （約 12 0 m区間），石屋川駅付近約 300m区間においてみられる

（写真 — 5. 7.11,...,5. 7.12参照） 。

橋台の傾斜や破損は，魚崎南町 7 • 8丁目間，御影石町 2丁目， 3丁目においてみられ

る。御影石町 2丁目では橋台がせん断破壊し，幅 40 c m の亀裂が発生している （写真 ー5.

7. 13参照） 。

高架部橋脚の破損は，住吉南町 5丁目や御影中町 1丁目などでみられる 。破損状況は，

ほとんどが橋脚の座屈によるコンクリートの剥離，主鉄筋の座屈である 。

5. 7. 3 港湾の被害状況

調査は東部第 2エ区～第 3工区で行った （図ー5.5. 2参照 ）。

(1)護岸

護岸形式の違いにより被害状況が大きく異なる。

東部第 2エ区では南側，西側全長および北側西半分 （御影大橋より西側）での被害か大

きく，被害状況は海側への移動・傾斜および沈下となっている （写真ー5.7. 14)。海側への

移動量は，大きいところでは 2~ 3 mと想定される 。沈下量は，数十 cm~  l m程度と想

定される 。特に，コ ーナ 一部での被害状況が大きくなっている。

東側および北側東半分 （御影大橋より東側）の護岸の変状は比較的少なく， 1 0 ~ 2 0 

cm程度のずれと思われる 。

また，護岸から 20 m付近までの範囲には，護岸 に平行な亀裂が数多く走り，場所によ

っては深さ l,__,2. 5mの陥没か発生している 。 この護岸背後の盛土の陥没は，東側，南

側，西側でみられる 。

東部第 3エ区では東側および北側西 3分の 1 （魚崎大橋より西側）での被害が大きく，

被害状況は海側への移動・傾斜および沈下となっている 。海側への移動量は，大きいとこ

ろでは 1m程度と想定される 。沈下量は，数10CID程度と想定される 。特に，コーナ一部

での被害状況が大きくなっている （写真— 5. 7. 15)。

南側，西側全長および北側東 3分の 2 （魚崎大橋より東側 ）の護岸の変状は比較的少な
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く，海側への移動量は l0~  2 0 c m程度と思われる 。

護岸から 20m付近までの範囲には，護岸に平行な亀裂が数多く走り ，場所によ っては

深さ lm程度の陥没が生じている 。

(2) 荷揚げ施設

護岸の海側への傾斜および沈下，護岸背後の盛土の陥没などのために，荷揚げ用クレ ー

ン，コンベア ー のほぽすぺてが損傷を受けている（写真—5. 7. 16)。盛土の陥没は，大きい

ところでは l,..._,2. 5mにもなり，荷揚げ施設自体か機能しない状況となっている 。 また，

桟橋（ドルフィン ）は，墓礎杭の損傷が目立ち，一部で傾斜がみられる（写 真ー5.7.17)。噌

(3) 構造物（倉庫，工場，タンク）

東部第 2エ区～第 3エ 区埋立地では，護岸の海側への傾斜および沈下，護岸背後の盛土

の陥没（写真— 5 . 7. 18)，および埋立地盤の液状化に伴って，建築構造物に大きな被害がで

ている 。

護岸に近接する構造物では護岸背後の盛土の陥没により基礎杭の露出がみられる （写真

-5. 7. 19)。
(4) 液状化

東部第 2エ 区～第 3エ区埋立地では，かなりの範囲で液状化が認められる 。埋立地中央

部では特に被害が大きく ，地面が露出しているグランド・ 工場跡地では噴砂孔が多くみら

れる 。 （写真—5.7.20)
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5. 8 河川，斜面，宅地盛土の被害状況

5. 8. 1 河川の被害状況

調査した河川は調査地域のほぼ中央部を北から南に流れる住吉川である 。住吉川は住吉

山手の白鶴美術館の北に位置する落合橋のところで，住吉谷 ・西滝が谷・五助谷川を源流

とする東側の渓流と，地獄谷川 ・ 大西谷および大月谷•西山谷を源流とする西側の渓流と

に分岐する。 さらに西側の渓流は住吉山手 8丁目の西谷公園の南で地獄谷川・大西谷方面

の渓流と大月谷 ・西山谷方面の渓流とに分岐している 。今回住吉川の上流部の東側の渓流

については，五助谷川に入って五助橋断層の露頭付近から下流を調査し，西側の渓流につ

いては，地獄谷川 ・大西谷方面の渓流は住吉霊園より下流を，大月谷 ・西山谷方面の渓流

は住吉山手 9丁目沿いを調査した。

住吉川の被害状況を下流から上流に向かってみていくと，以下のようになる （ 図—5 . 5. 2 

参照 ）。

①阪神電鉄から JRにかけては，護岸としての石積みのはらみ出しと崩壊がおこり，護

岸の変形している箇所では道路面にも割れ目が発達している （写真一5.8. 1～写真 一5.

8. 4)。
② J Rから阪神電鉄，さらに上流の新落合橋付近までは河床のコンクリートに割れ目が

発達しているが，石積み擁壁の変形は認められない （写真一 5.8.5)。

③西岡本 7丁目沿い （住吉川河川公園から落合橋付近まで）から西側の渓流の住吉台公

園沿いにかけての急崖では，段丘層 ・花尚岩の崩壊が集中して起こっている （写真 一

5. 8. 6)。
④東側の渓流については，住吉台の住宅地の北端から五助谷川と住吉谷川の分岐までは

花岡岩の崩壊が多発する 。この分岐地点では砂防堰堤によって堆積した土砂の堆積面

に割れ目が多数発達し， 一部噴砂も認められる 。 さらに上流の五助谷川に入ると，段

丘層の崩壊が多発している。

⑤西側の渓流は住吉台公園沿いの崩壊集中域を過ぎると，西谷公園の分岐地点付近まで

被害は認められないが，そこより上流側，地獄谷川 ・大西谷方面の渓流は住吉霊園に

至るまでの区間で花岡岩の崩壊が起こり 曹 大月谷•西 山 谷方面の渓流 （住吉山手 9 丁

目沿い ）は段丘層と花岡岩で崩壊が多発している 。

以上のように，護岸としての石積みや，段丘層や花岡岩の急崖部で崩壊が多数認められ

るが，今回の地厖で発生した土砂量は少量で，河川機能に大きく悪影響を与える量ではな

し‘
゜

5. 8. 2 斜面，宅地盛土の被害状況

今回の地震で発生した斜面の崩壊にはつぎの 5つのタイプのものが観察された。

①小規模な盛土の崩壊

高さ 1m前後かそれ以下の小規模なもので，崩壊した石積みの背後の盛土の崩壊で

ある 。特に地図上には記述していないが，家屋の被害の集中している地域や割れ目の

発達している地域ではしばしば認められた。

②比較的規模の大きい盛土の崩壊

これは西岡本 7丁目と西岡本 6丁目の境界の斜面で発生したもので，擁壁と道路面
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のアスファルトの 一部が崩れ落ちた （写真 一5.8. 7, 写真 一5.8. 8)。完全に移動した

部分は崩壊的であり，その背後に多数の割れ目が走っている。崩壊部には自然地盤は

露出しておらず，高角度の割れ目はあっても，低角度のすぺり面は観察されなか った。

この地域は以前より地盤か悪く，多数のボーリング調査がなされている。

③段丘層の崩壊

崩落に近い崩壊をして花蘭岩礫が落下している 。 このタイプの崩壊は西岡本 7丁目

沿い （住吉川河川公園から落合橋付近までと西側の渓流は住吉台公園沿い）と五助谷

川沿いの五助橋断層の露頭より下流側で多発している（写真一5.8. 9)。

④ CM~CL級花岡岩の崩壊

節理・小断層に囲まれたプロックの崩壊で小規模なものが多い。 このタイプの崩壊

は西岡本 7丁目沿い （住吉川河川公圏から落合橋付近まで）から西側の渓流の住吉台

公園沿いにかけての急崖 （写真一 5.8. 10)，および住吉台の住宅地の北端から五助谷

川と住吉谷川の分岐までの山地斜面で多発している （写真 一5.8.11)。

⑤マ サのコンクリートの吹き付け部の剥離

マサ表面に張り 付けた厚さ 3~ 5 c mのコンクリート吹き付け部の落下で，大きく

剥がれるように落ちている 。 このタイプの崩壊は西岡本 7丁目で観察された （写真一

5. 8. 12)。

以上のように，崩壊の多くは山地部で発生しているが，崩壊の集中分布域と活断層の分

布と の関係をみてみるとつぎのような特徴がある（図 ーふ6。 1)。

①地獄谷川 ・大西谷方面の渓流 （西谷公園から住吉霊園に至るまでの区間 ）と大月谷 ・

西山谷方面の渓流 （住吉山手 9丁 目沿い）とでは花向岩 ・段丘層の崩壊が集中するが．

この地域は渦が森断層の南側および渦が森断層と五助橋断層とに挟まれた地域である。

②五助谷川沿いの五助橋断層の露頭より下流側の段丘層の崩壊は五助橋断層に沿って分

布している 。

③住吉台の住宅地の北端から五助谷川と住吉谷川の分岐までの山地斜面では，花箇岩の

崩壊が多発するが，北部は渦が森断層の北方延長線であり ，かつ五助橋断層の南東側

である地域である 。 そして南部は渦が森断層の南西側に当たる。

④西 岡本 7丁目沿い（住吉川河川公園から落合橋付近まで）から西側の渓流の住吉台公

園沿いにかけての急崖で段丘層 ・花岡岩の崩壊が集中して起こっている地域は芦屋断

層の延長 （派生）断層の北縁部に当たる 。西岡本の盛土の崩壊や岡本 7丁目の盛土お

よび花岡岩の崩壊は断層近傍である 。

以上を全体としてみると，崩壊は五助橋断層の南側・渦が森断層の南側 ・芦屋断層の延

長（派生）の北側に集中している 。

（参考文献）

l) 松山紀香 • 岡田篤正：空中写真判読による六甲山地南麓部のかつ断層詳細図一試作例

ー，活断層研究， 9, pp69-92. 

2) 地図試料編纂会編：明治前期関西地誌図集成，柏書房， 97p, 1989. 
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写真一 5.6. 1 （図-5.5. Iの①）

水迫局東沢営梨rfr
柱に共役の剪断む裂発生

写真 一5.6. 3 （図ー5.5. lの③）

丞神戸生協配送センター

往の剪断破墳て一階部倒埃
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写兵ー5.6. 2 （図-5.S. lの②）

れ神戸生協配送センター

一階部倒壊

写真一 5.6. 4 （図ー5.5. Iの④）

春日神社 神殿倒ほ

;—” , l 

写~ S. 6. 5 （図S.S Iの⑤）

田中llf2-1 7 ;;j,_造家応の例壊
写真一s.6. 6 （図ー5.5. Iの⑥）

田中町2-14 監の剪llli破堵・ドアの変形．

窓の変形．脱出できない．
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写只-s. 7. 1 （図ー5.5. 2の①）

歩追の圧縮変形を伴う割れ目

写瓦ー5,7.3 （図ー5.5. 2の③）

道路に消笠と平行の割れ目発生．石研み

演墜ははらみ出し， 一部崩J必．

.,,J 

写真一5.7. 2 （図ー5.5. 2の②）

側溝が圧縮され，蓋が変形

＇ 
写真一 5.7 4 （図ー5.S. 2の④）

本山中学校の校令の周りの迎t8面に発生し

た割れ目．側滞は圧縮 してつぷれている．

写真-5. 7. 6 （図ー5.5. 2の⑥）

霜柱の周囲から割れ目発生

写真＿5. 7. 5 （図-5.5 2の⑤）

マンホール ・玉柱の周明から割れ目発生

道路はコンクリ ー ト廷築物に挟まれ．全

体として圧箱変形している．
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写真ー5.7. 7（図ー5.5. 2の⑦）

阪急屯鉄（東名区西岡本 4T目）

コンクリート消翌に水平の(8裂が入り，

外側へ傾く

芦1.

写只ー5.7. 9（図ー5.5. 2の⑨）

JR （束沼tメ田中町 3丁目）

石秘み燐梵の但JJ裟のため盛上の/ii1l裟を生じた．

II型i1・矢坂による応念対策がとられている．

ベL
v

J
.

｝
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>
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‘̀-写比5.1. 11 （図ー5.5. 2の⑪）

阪神珀鉄（東濱区住吉南町3r目〉

惟盟中段の打琳ぎ目より 上部が外側へ頻いた． アン

カーボルト， 1-1型阻でのti1i弥エが実施されている．

写~-5.7.8 （図ーふ 5. 2の⑧）

阪急m鉄（東滋区西岡木4丁目）

屈台部を餘いて措壁 ・盛土は全面撤去

されている．

／ 

写真ー5.7. 10 （図-5.5. 2の⑩）

J R （東沼区卸影町耶家）

高架橋ほ脚の座屈による破壊に伴い桁が地表近

くまで落下した．上り線での被吾がより大きい．

写只ー5.7. 12 （図-5.5. 2の⑰）

阪神霞鉄（東滋区御影石町 3丁目）

情竪の前方への傾糾， 一部倒墳がみられる．

-167-



写真ー5.7. 13 （図ー5.5. 2の⑬）

阪神咀鉄（東灘区御彰石町 2丁目）

招台部に生じたせん断出裂（開口椛約40c■).

写真ー5.7. 16 （図ー5.5. 2の⑯）

棗部第 2エ区（束灘区住吉浜町）

日本大豆製曲． 1；；iiBげ用設畑の1日（酎激しい．

-168-

写真-s.7. 14 （図ー5.5. 2の⑭）

東部第 2エ区（東滋区鉗影浜町）

神戸製躍椋材近場．謹岸背面地盤の出裂陥没

激しい，

写真一S.7. IS （図ー5.5. 2の⑮）

東部第3エ区（東沼区魚崎浜町）

徳山J1り＇}-卜．岸璧コーナ部の変状激しい．

ヽ —.., ... ・'... 
＇ 

， 

•.!—←I'f『■ ＼ `  

写真-5.7. 17 （図— 5. 5. 2の⑰）

東部第 3エ区（東頑区魚崎浜町）

阪神サイロ．桟ほが陸側へ傾く．



．ヽ

写良一5.1. 18 （図ー5.5. 2の⑱）

東部第3エ区（東灘区魚鮒浜町）

如 ')-1セ`19-，構造物囚辺が 2国程度陥没する，

ヽ笞

写真一5.7. 19 （図ー5.S. 2の⑲）

東部第 2エ区（東滋区住吉浜町）

全共サイロ．謹岸背面の陥没により支持杭が

露出している．

写真ー5.7. 20 （図ー5.5. 2の⑳）

東部第 3エ区（東滋区魚崎浜町）

川崎製鉄措内．液状化による咬砂孔．
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写真一 5.8. I （図ー5.5. 2の⑪）

住吉川の設岸石fJみ撰翌の崩壌

写真一5.8. 3 （図ー5.5. 2の⑬）

住吉川のほ序 石積み擁堕の崩壊

写真一5.8. 5 （図ー5.5. 2の⑪）

住吉川の謡岸

石積み憤壁は変形していない．
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写真一 5.8. 2 （図-5.5. 2の⑫）

住吉川の護岸 石枯み1負祖の崩壊

写真一 5.s. 4 （図ー5.5. 2の⑭）

住吉川の護岸 石研み揖堕の上部の石

が僅かにはらみ出している．

写真一 5.8. 6 （図-5.5. 2の⑯）

住吉川の設岸（白鶴咽堤の北，左岸）

石稽み揖翌と段丘屈 ・花岡岩の廂壌．



写真一5.a. 1 （閃—5. 5. 2の⑪）

西岡A¢の底上の崩埃

!JJi:-S.89 （図ーS.5. Zの⑳）

住古山予9丁目の大月｝111.i..比で

段丘団のIJi1J哀．巨料の崩洛．

写真一5.8. 11（図ー5.5. 2の⑪）

住吉合の北の{I：古川上1た

1遁岩が而理 ・小断円に沿って朋均している
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写真一5.8. 8 （図ー5.5 2の⑳）

丙岡本の坪土の削壊

J引路面に割れ目発生．低角のすぺり面は

認められない．

写真一5.810（図ーS.S. 2の⑳）

れ森台 1丁目の大月JII右岸

花問岩の節理に沿う朋I閃．

.. r·・・ '.!! —
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写只ー 5.8. 12(図-5.5. 2の⑫）

芦円断mrdう礼閃岩の断屈薮li'/<・沿からなる庄．

（岡本）で， コンクリート吹き付けが9りぼ．




